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となく水を汲みに行くことであったそうだ。

屋根に降り注ぐ雨水を利用するには樋を伝って落ちてくる雨水む含中から方向を変えて大きな

バケツに受け、溜めておけばよい。至極簡単そうなことだ。

だが細部を詰めて行くと種々の工夫が必要であることが解って来た。

① 垂直に落ちて来る雨水をどうやって方向を変えるか

② どの辺りから（地表から何cmの高さから）変えるか。

③ 導水樋をとりつけるにしても、既存の樋との関係をどうするか。

④ 何に貯溜するか。容量はどの位のものを用意するか。

家内の友人で、これを見事に実現したお宅があるというので、二人して見学におうかがいした。

大いに参考になった

日曜大工センターの樋のコーナーには実に便利な物を売っている。エルボと称する曲がった継

ぎ手である。方向を変えるにはこれが必要であったのだ。

70.11の蓋付のポリペール（大型バケツ）も六個購入し、ーか所に二個ずつ据え付けた。

雨が降って来ると既存の縦樋を少し下げて、隙間を作りエルボを付けた導水樋を取り付ける。垂

直に落ちていた雨水は、立ち所に方向を変えポリペールに溜まり始める。

激しい俄か雨なら 70Qのポリペールが六個とも一杯になるのに 30 分もかからない。

実際にやって解ったことは降り始めの雨水は、非常に汚れていることである。空気中の埃も、屋

根のごみも全部運んで来るからだ。が、やがて清澄な真水に変わって来る。飲むわけではない、こ
れで十分なのだ。

従って雨水貯溜システムは、雨が降り出したからといって慌てて稼動させる必要はない。汚れた

雨水は下水に流しておいて、やがて綺麗な水に変わって来るまで、ゆっくり構えていてよいので

ある。いずれにしろ作業には雨でびしょ濡れになる覚悟は出来ているのだから。

会月の声

( 
吊し雛のこと 榎本幸子 (26年・教）

伝承小物の一つに吊し雛があることは広く知られているところです。これは縮緬細工とも呼ば
れ江戸時代より受け継がれており、その一つひとつが手に乗るほどの大きさで丹念に手作りされ、
雛祭りの人形の傍らに吊るされて今日に至っております。近郊では伊豆稲取の吊は誰が有名で、
早咲きの河津の桜と抱き合わせてのツアーが人気を呼び、少しずつ縮緬細工の良さが見直され

て来ているようです。
昔人は、着物に使った縮緬などの残り布を縫い合わせ、花、鳥、動物、人形、玩具などを作り、
小さな布切れを大切にするという心を養うと同時に、子供が丈夫に育つよう祈りむ凶bて作り与え
たものであると聞いております。‘‘柿の実が赤くなると医者が青くなる”一真赤な柿を縫いながら、
なるほどと合点のい＜こともしばしばで、子供に心寄せる愛情は今昔を問わず不変なものである
ことを思い知らされたりしております。何種類もの小物を扱っておりますとその美意識の優れてい
ることも驚きの一つです。
この春から福祉施設の一隅で吊し雛の講習会が開かれています。どなたでも参加できますの
でどうぞ。 （問い合わせ先： 090-8809-8207 トザワ 市内南町4-10-26)

, 



嶋

僅 17 号）

東稲広報室

0平成 16年度新入・再入会員 （敬称略•五十音順）

区ー条 住所 璽ー藍 卒年・学部
池田 実（再） 所沢市若狭2-2580-85

(0 4 2) 

上野 烈

北野直衛

田島 薫

長束輝夫

新田慶冶

村野建彦

矢部不三雄

山口道成（再）

滝山 6-3-5-304

柳窪2-15-23

本町3-1-41-907

南沢5-4-10

八幡町 1 -7. -2 3 -3 0 3 

前沢4-1s...'..10
神宝町2-10-7
滝山 4-2-11

948-1194 3 1 年・政経

72-6952 4 1 年・政経

73-9673 3 9 年・文

76-4231 （非掲載希望）

64-1381 50年・政経

72-9148 33年・理工

76-2829 42年．政経

73-0776 27 年・教

75-7447 3 2年・理工
＼
ノ

〇ホームカミングデー・稲門祭が 10 月 24 日開催されます。本年の大学招待対象者は卒業後

25 ・ 35 ・ 45•50 年目の校友です。稲門祭では盛りだ＜さんのアトラクションほか、恒例の福引

抽選会も催されることになっており、既に福引券が発売されています。当会にも多数の福引
券購入割り当てが来ておりますので、皆様のご協力をお願いいたします。

0会員辰已徳蔵さんご令嬢による「辰巳京子ピアノリサイタル」が 5 月 28 日（金）、
かつしかシンフォニーヒルズ「アイリスホール」にて 1 9時より開演されます。

開場は 18:30。入場料： 3,500 円（前売り 3,000 円）。

お問い合わせは辰己さん (TuL , 23-1001) まで。

＜訃報＞ 小野塚博さん (2 6 年商、滝山）が 4月 4 日の総会ご出席後心不全にて急逝

されました。謹んでご冥福をお祈りいたします。
規定により当稲門会より献花をさせていただきました。奥様より下記書状が寄せられています。

稲門会の皆様方へ

此の度 夫小野塚博の死去に際しましてお心遣いを賜り誠に有難うございました。

稲門会に入れて頂き、皆様にお逢い出来数々の楽しい思い出を胸に旅たったこと

と思います。お世話になりましたこと心から感謝申し上げます。気温の変動の大

きいこの頃、お体おいとい遊ばしましてお健やかにお過ごしくださいませ。

平成1 6 年4 月 1 9 日 小野塚恭子
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［編集後記］いたずらに古いものを佳しとするのではないが、早大の著名な某教授が「手鏡」の持つ雅
なイメージを台無しにした責任は小さくない。授業料を返せ俎、いたくないという学生の気持ちはむべなる
かなである。未払いと言えば、閣僚をも含む議員先生方の年金保険料末納も連鎖的に発覚している。一体、

日本の工ライさんの品格や理性や情緒・美意識は何処へいったのだろうと思う。五月の青空に風をいっぱ

いはらみ、命の讃歌を歌うがごとく勢いよ＜泳ぐ鯉織は実に優雅で美しかった。

真上なる鯉織まづ誘ひけり （中村汀女） 匡＿
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